
地方大学の振興に関する今後の流れ

内閣官房

・「地方創生に資する魅力
ある地方大学の実現に向
けた検討会議」の設置

文部科学省 大学・自治体令和２年

○「改革パッケージ(仮称)」
取りまとめ

○「まち・ひと・しごと創
生総合戦略」閣議決定

９月

12月

主に地方創生
の観点から検討

・中教審大学分科会等で議論

年度内目途 ○「魅力ある地方大学の在
り方」とりまとめ

３月

令和３年

・中期計画
の変更を
認可

４月
・国立大学で
収容定員増

地域の公私立大学や
地方自治体、産業界
と一体になった検討

地方創生を含む、
高等教育行政の観点から検討

１月

令和４年

地方国立大学の
定員増に関すること

定員増へ向けて文科省と
大学との間で対話

例）
・核となる地方国立大学の定員増
・STEAM人材の育成や地元企業へ
のインターンシップの実施
・リカレント教育の拡充やオンライ
ン教育の積極的活用 等

★地域の特性やニーズを踏まえた
質の高い人材育成や
地域の他の大学との連携協力等の
要件設定

※組織改編等を伴わない最速の場合

・地方版まち
・ひと
・しごと
総合戦略
の策定／
改訂

・「地域再生
計画案」
申請

・「地域再生計画」認定

CS306978
スタンプ



地方国立大学が定員増を行う際に必要となる事項（イメージ）

※ 「地方創生に資する魅力ある地方大学の実現に向けた検討会議」
における議論のまとめを踏まえ、今後、中央教育審議会において
高等教育行政に関する専門的見地から詳細に議論。

（地方創生）

・学長の強力なリーダーシップのもと、各大学の強みを生かし、若者の地元定
着につながるなど、他大学の模範となる意義のある、地方創生に資する取組
であること。

（地域における雇用創出・産業創出、リカレント教育）

・自治体、地元産業界等との連携組織を設け、地域の特性やニーズを踏まえた、
イノベーションの創出や社会実装に本気で取り組むことで、地域の産業創出
や若者の雇用創出に貢献する取組であること。

・リカレント教育を通じたキャリアアップ・キャリアチェンジ支援など、地域
ニーズを踏まえた人材育成に資する取組であること。

・上記について、学部、大学院を通じた教育研究の質の向上、外部資金の獲得
や外部人材の登用を含む人事制度上の工夫等について計画性・透明性を持っ
た取組が担保されていること。

（地域における緊密な連携）

・地域連携プラットフォームを通じた地域構想の策定や、オンライン教育の活
用による地域の他大学との連携、地元企業と連携したインターンシップの実
施など、地域の他の公私立大学をはじめとする高等教育機関や、地方公共団
体、産業界と緊密な連携がなされた取組であること。

（中長期的なＫＰＩの設定）

・ステークホルダーへの説明や結果責任へのコミットの観点から、中長期的な
ＫＰＩの設定を求める。


